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｢助産学総論｣と看護系の実習との関連における
理解度に関する一考察
-0大学保健学科看護学専攻･助産師コース第一期生の場合一
小野清美
要 約
助産学総論は助産師の基礎教育において最も基本となる教科であるが,講義時間は30時
間と限られた中で近年の女性やパートナーとの問題を含め,専門職として学修させるため
には膨大な内容を示唆していかなければならない｡それには講義のみでなく看護学実習,
地域実習,助産学実習などとの関連も把握しながら,これを遂行していくことは重要であ
る｡講義および助産学実習について講義評価アンケートや実習理解度アンケートなどから
助産学総論の内容への理解度を検討した｡検討結果,助産学総論の講義内容においてわか
ったことは,｢助産学総論の講義で理解させなければならないこと｣,｢助産学実習と関連
して理解させられること｣,｢助産学実習以外の他の実習でも理解させられること｣などの
内容を選別することができた｡
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緒 言
全国助産婦協議会の教育制度委員会 (2002)にお
いて ｢助産基礎教育におけるコア内容の検討｣が行
われたが,この内容は｢周産期 (妊娠 ･分娩 ･産樽)
に関するケア｣,｢助産業務管理｣,｢思春期から中高
年および不妊までを含めた女性のケア｣,｢家族ケア｣,
｢地域母子保健のケア｣,｢専門職としての自律｣な
どが検討された1)｡その結果,妊娠 ･分娩 ･産樽期
に関する助産ケアは助産師教育全体から見ると極め
て少なく,女性やパートナーに関与する認知領域の
学習は広範囲にわたると述べている2)｡そうした意
味では助産学総論は助産師の基礎教育において最も
基本となる教科であり,母性看護学を基盤に助産師
の歴史知見を踏まえ,現状分析から将来の助産師像
まで含めた包括した内容にしていかなければならな
い｡講義時間は30時間と限られた中で膨大な内容を
示唆していくためには,講義のみでなく看護職に関
する実習との関連も把握しながら,これを遂行して
いくことは重要である｡
0大学では3年生の前期に公募し,選抜して定め
ているが,助産学総論はこの選抜より前に開講して
いる｡そのために,助産師コースを希望する者は選
岡山大学医学部保健学科看護学専攻
技の前に履修しておかなければならない教科である｡
また,この科目は助産師コースの選択とは無関係に
科目履修を受けられることから,64名の履修者があ
った｡その内で助産師希望者は23名,受講の段階で
助産師希望を迷っている者は21名,助産師を希望し
ない者は20名であった｡そして,この学年の助産師
コースの応募は21名あり,20名を選抜し3年生後期
から助産師免許取得科目の履修進度となっている｡
助産学実習は4年生の前期に5週間実施し,その後
分娩介助の例数の不足を補う実習を12月7日まで継
続していた｡
本調査は看護師 ･助産師 ･保健師などの免許取得
のためのすべての実習が修了した時点に,助産学総
論の講義との関連の理解度を把握したいと考えてい
た｡そこで,講義および実習についての講義評価ア
ンケートや助産学実習理解度アンケートなどから助
産学総論甲内容の理解度を検討したので報告する｡1
1.講義内容
助産学総論は1単位30時間 (15回)で,その内容
は表1に示すように,助産師の基本となる概念を学
ばせている｡助産学総論の履修者に対し,講義終了
- 65-
小野 清美
表1 助産学籍論の講義概要
時間数と単位 30時間 1単位
対象学生 3年生 助産師コースは必須
授業概要 母子保健の助産の変遷と動向を捉え,対
象の心理 .社会的な特殊性および取り巻
く社会的環境を理解し,助産とは何か,
助産師の果たすべき役割は何かを考えるo
到達目標 助産学の基本概念を理解し,助産師の責
務と役割を認識するoさらに,助産の対
象が持つ心理 .社会的特殊性や問題を■理
解し,助産学を発展し実践するために必
要な基本概念を学ぶo
授業計画 授業内容と回数
1 助産の意義
2 母子保健と助産の変遷
3 母子保健の動向と施策
4 母子保健に関連する諸制度
5 助産師の定義と職業的責務
6 助産師の活動 (助産院の所長の話)
7 助産師の活動 (病院の産科の助産師の話)
8 助産学の構成する理論
9 助産過程
10 リプロダクテイブヘルス/ライツ
ll 女性と職業
12 性の概念と性役割
13 妊娠 .分娩 .産樽各期の母性の心理
14 妊娠 .出産.育児に伴う家族の役割と関係
時に講義への興味に関する評価のアンケート調査を
実施した｡その結果,助産学総論の履修者 (助産師
コース以外の者も含まれている｡)については,｢興
味があった｣22名 (34.4%),｢非常に興味があった｣
16名 (25.0%)と答え,約半数以上の者が興味を示
していた｡反対に ｢興味がなかった｣と答えた者は
1名 (1.5%)とわずかであった (図1)｡また,助
産学籍論と関連する教科は何かを質問した結果,｢母
性看護論Ⅰ･Ⅱ｣｢ヘルスプロモーション論｣｢小児
看護論Ⅱ｣などと答えていた (図2)｡そして,助
産学総論の講義への評価は ｢よかった｣講義につい
ては ｢性の概念と性役割｣が95.5%,次いで,｢助
産師の活動 (助産院)｣96.2%,｢助産師の活動 (柄
院助産師)｣95.5%などの順となっており,現場の
助産所長や病院助産師の具体的な話は ｢よかった｣
と感じていた (図3)｡特に,空白欄の自由記載に
は助産所の地域に密着した対象者主体の援助は,あ
ロ非常に興味があった
E]異味があった
田どちらともいえない
田興味がなかった
壬不明
図1 助産学総論の講義への興味 (%) N=64
こがれに近い感情を持ったと答えていた｡また,｢よ
くなかった｣講義については ｢母子保健の動向と施
策｣｢助産の意義｣｢助産の変遷｣などであり,これ
らの3項目は約95.0%以上が ｢よくなかった｣と答
えていた｡
つまり,助産学総論の履修者の6割以上の者が講
義への興味を示していたが,具体的な実践活動であ
る ｢助産師の活動｣に関心を持ち,妊娠 ･分娩 ･産
婦に関係したことは ｢よかった｣と答えていた｡助
産の理念である概念や助産の変遷などに関しては,
母性看護学との関連もあるので,グループワークを
させ発表形式をとった｡しかし,助産師コースを希
望している者が主体となったため,グループ全体の
意見交換が必ずしも十分ではなかった結果から,今
後はグループ編成に留意して進めなければならない
ことがわかった｡母子保健の動向や施策などは助産
師としては不可欠な内容である｡新しい政策はプリ
ントなどを配布し,助産学関連の教科書にない内容
を補充しているが,今後も社会に適合した内容を充
実させていく必要はある｡
2.講義の理解と各実習との関連
1)理解度の平均得点から分析
全国助産師教育協議会の北海道 ･東北地区が助産
師基礎教育における教育内容の検討を実施した報告
があるが,これは妊娠 ･分娩 ･産蒋期における診断
技術内容での到達レベルの項目の検討となっており,
助産師総論の講義と助産学実習との関連を分析した
のもではない2)｡そこで,助産学実習の終了時に助
産学総論の内容を医学書院の ｢基礎助産学1 助産
学概論｣3)を基本に,11の主体項目に区分し,それ
をさらに53の小項目に細分しそれらの理解度を ｢非
常によく理解できた (1点)｣｢よく理解できた (2
点)｣｢どちらともいえない (3点)｣｢あまり理解で
きなかった (4点)｣｢理解できなかった (5点)｣
の5段階評価とした質問票を作成し,20名全員に配
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布した｡全員の提出があったことから,同意を得た
と考え,本報告をする｡
その結果は表2に示すように,看護学実習で平均
値が2以下の "良い理解度"を示した項目は1項目
で,その内容は "生命倫理"の項目である ｢生命の
尊厳と尊重｣1.85となっていた｡助産学実習の学び
の理解は12項目あり,その内容は以下のとおりであ
る｡
1.母子保健の動向と助産師の活動 :
｢病院内助産師の活動の実態｣1.8と ｢病院内
の周産期の実態｣1.7の2項目
2.助産師と法律 :
｢学生記録の取り扱い方｣1.85の1項目
3.助産師の倫理 :
｢人間性の尊厳と尊重｣1.8,｢クライエントに
対し善をなし,害をしない｣1.8の2項目
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表2 助 産学 総 論 の講義 と看 護 ･助 産 ･地域 な どの実 習 の理解 度 にお け る平均 値 ･最低値 ･最 高値
看護学実習 助産学実習 地域実習
向 平均値 最低値 最高値 SD 平均値 最偲値 最高値 Sー) 平均値 最低値 最高値 SⅠ)
1 病院内助産師の活動の実義 2.75 2 5 0,786 1.8 1 5 0.616 4.1 2 5 1.071
2 病院内の周産期の実態 2,65 1 5 0.813 1.7 1 2 0.47 3.85 1 5 1.349
3 少子高齢化社会の実態 2.3 1 5 1.218 2.15 1 5 1.182 2.55 1 5 1ー468
4 保健師助産師看護師法の3条 295 1 5 1.191 2.1 1 4 0.968 7 1 5 1.081
5 保健師助産師看護師法の30粂 3.1 1 5 1.021 2.6 1 5 1.046 3.6 1 5 1.143
6 保偉師助産師看護師法の38粂 3.15 1 5 0.988 2.6 1 5 1.046 3.65 1 5 1.089
7 保健師助産師看護師法の39条は助産師は保健指導を拒んではならないo 3 1 5 1.0761 2.55 1 5 1.191 3.7 1 5 1.342
8 保健師助産師看護師法は39条は助産師は書類の交付を拒んではならない○ 4.1 2 5 1.252 3.5 1 5 1.192 4.15 1 5 1.089
9 保健師助産師看護師法は39条は助産師は分娩介助や死体検索をしないで杏類を交付 してはならない. 4_05 2 5 1.146 3.65 1 5 1.226 4.1 1 5 1.021
10保健師助産師看護師法の42条 3,1 1 5 1.165 2.35 1 5 1.309 3.5 1 5 1.277
ll学生記録の取 り扱い方 2.85 1 5 1.663 1.85 1 5 1.04 3.4 1 5 1.501
12母子保健法の第15条 3.5 2 5 1.192 2.45 1 4 0.945 3.35 1 5 1.182
13母子健康手帳の活用方法の実際 3.5 2 5 1.192 2.45 1 4 0,945 3.35 1 5 1.182
14母子保健法の18粂お '-20粂 2.95 1 5 0.945 2.05 1 4 0.826 2.9 1 5 1.293
㌔- ･㌧ ィ,Tl'i-
15プライバシーの保護 2.05 1 5 1 9 2 1 5 .17 05 1 5 1.356
16人間性の尊厳と尊重 2.05 1 5 1.19 1.8 1 4 0.894 2.65 1 5 1.154
17クライエントに対 し善をなし,害をしない○ 2.05 1 5 1.19 1.8 1 4 0,894 2.65 1 5 1.424
18インフォーム ドコン七.I の重要性 5 1 5 051 2 5 1 5 .226 2 5 1 5 1.226
19助産師の専門性の明確化 95 1 5 46 205 1 5 .146 6 1 5 1.353
20専門教育に参加 .協力する必要性 2.55 1 5 1.191 2 1 5 1.026 3_4 1 5 1.353
21自らの決定に責任を持つこと 3 1 5 1.17 1.95 1 5 0.999 3ー45 1 5 1.317
22安全なお産に向けた助産計画の立案 .実行 .評価 3.I 1 5 1.071 1.65 1 3 0.671 3_95 3 5 0.887
23助産師教育はクライエントの協力と貢献が必要 2.85 1 5 1.137 1.6 1 3 0.681 3,35 1 5 1.268
24地裁種との連携 3.1 1 5 1.165 2.35 1 5 1.137 2.85 1 5 1.424
25専門職として善をな 害をしない 6 1 4 046 2 1 3 .852 2.9 1 5 1.252
26生命の尊厳と尊重 85 1 3 745 1.6 1 3 .681 1 5 1.429
27母児の生命を預かっている 2.2 1 4 0.952 1.25 1 2 0.444 3.25 1 5 1.333
28最先端医療と倫理への声 55 1 5 099 1.95 1 5 .099 3 1 5 1.301
29生涯にわたる健康政 つーいての理解 3.6 1 5 94 2.95 1 5 .191 3 1 5 1.38
30男女参画社会の実態 3.3 2 5 1.081 2.5 1 5 1.147 3.05 1 5 1.099
31DV.セクハラ .レイプ .人工妊娠中絶などのリブログクテイブヘルス/ライツを考える 3.35 1 5 1.182 2.95 1 5 1.191 3.45 1 5 1.317
32 ｢健やか親子21｣の実態 3 2 5 0.649 2.55 1 5 0.999 3.15 1 5 1.04
33ヘルスプロモーションの重要性 2.8 1 5 1.005 2.25 1 5 1.164 2.8 1 5 1.281
34エンパワメントの重要性 55 1 5 099 2.2 1 5 .281 3 1 5 1.298
35有職者の妊娠 75 1 5 012 2.35 1 5 1.182 9 1 5 1.252
36極 璽､._:_璽後聖聾聖望蟹一夫立会い産品実態 245 1 5 999 2 1 5 .056 2 1 5 1.187
38家族計画の実態 3.35 1 5 1.182 2.85 1 5 1.226 3.75 1 5 1.293
39家族の分娩待枚時の意声と役割 3.25 1 5 1.07 2.3 1 5 1.302 3.85 1 5 1.182
浮率手車礎遥必定裏_L‥-,r毒_柴壬出:ギ:
40分娩後の母子相互作用 3.05 1 5 0.999 2 1 5 1.026 4.15 3 5 0.813
41異常分娩に遭遇した場合の母親の意識 3.25 1 5 1.112 2.7 1 5 1.302 3.85 1 5 1.182
42児の障害や死亡などの場合の母親の意識 3.25 1 5 1,118 2.95 1 5 1.395 3.15 1 5 1.268
43病院内の子育て支援 3.25 1 5 1.07 2.85 1 5 1.309 3.25 1 5 1.118
44地域母子関連機関の事業(電話相談 .訪問指導など)の種解 2.55 1 5 1.146 3.05 1 5 1.356 i.8 1 5 0.9515
45地域の子育て支援シス ム 3.1 1 5 1.21 3.25 1 5 1.164 1.95 1 5 1.191
46助産の変遷と分娩体位 8 1 5 24 28 1 5 24 95 2 5 1.05
47産育風俗の理解 3 1 5 1.17 2.65 1 5 1.268 3.95 1 5 1.146
48施設分娩と家庭分娩の良否の理解 2.55 1 4 0.999 3 1 5 1.214 3.8 1 5 1.322
49男性助産師の諸問題を考える 3.1 1 5 1.21 3.25 1 5 1.112 4.05 2 5 1.099
50助産所の意義と存続の重要性 2.15 1 5 1.04 2.7 1 5 1.174 3.211 1 5 1ー512
51海外のリブログクテイブヘルス/ライツを考える .5 1 5 1 305 1 5 .191 1 5 1.235
52助産師の国際貢献と国際性 3,35 1 5 1.137 2.85 1 5 1.18213.4 1 5 1.231
53海外の助産のあり方と助産師の活動 3.05 1 5 1.146 2.95 1 5 1.099 3.1 1 5 1ー165
理解度 :1.非常によく理解できた. 2.よく理解できたC 3.どちらともいえない｡ 4.あまり理解できなかった｡ 5.理解できなかった｡
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4.専門職 :
｢自らの決定に責任を持つこと｣1.95,｢安全
なお産に向けた助産計画の立案 ･実行 ･評価｣
1.65,｢助産師教育はクライエントの協力と貢
献が必要｣1.6の3項目
5.生命倫理 :
｢生命の尊厳と尊重｣1.6,｢母児の生命を預か
っている｣1.25,｢最先端医療と倫理への配慮｣
1.95の3項目
6.妊娠 ･出産 ･育児に伴う夫および家族の役割と
の関係 (以下,家族の役割と略記):
｢夫立ち会い産の実態｣1.95の1項目
また,地域実習では ｢地域母子関連機関の事業
の理解｣1.8と ｢地域の子育て支援｣1.95など
の2項目であったO
-方,反対に4以上の "良くない理解度"を示し
た項目は看護学実習では "助産師と法律"について
2項目あり,その内訳は｢保健師助産師看護師法(以
下,保助看法と略記)の39条の助産師は書類の交付
を拒んではならない｣4.1,｢保助看法の39条の助産
師は分娩介助や死体検索をしないで書類を交付して
はならない｣4.05となっていた｡また,助産学実習
では4以上の項目は認めなかった｡そして,地域尖
習では6項目あり,その内訳は以下のとおりである｡
1.母子保健の動向と助産師の活動 :
｢病院内助産師の活動の実態｣4.1の1項目
2.助産師と法律 :
｢保助看法の39条の助産師は書類の交付を拒ん
ではならない｣4.15,｢保助看法の39条の助産
師は分娩介助や死体検索をしないで書類を交付
してはならない｣4.1の2項目
3.家族の役割 :
｢夫の立会い産の実態｣4.1の1項目
4.母子関係 :
｢分娩後の母子相互作用｣4.15の1項目
5.助産の変遷 :
｢男性助産師の諸問題｣4.05の1項目
以上のことから,看護学実習で理解が良くできた
項目は ｢生命の尊厳と尊重｣に関することのみであ
った｡助産学実習では病院内助産師や周産期の実態,
助産計画,生命の尊厳と尊重および最先端医療,夫
婦分娩などのようなお産に関する内容は理解してい
たが,法律や母子関係,助産の変遷,助産と国際な
どについてはあまり理解していなかった｡ちなみに,
助産師コースの者が助産学総論の講義において,｢ど
のようなことを学習したと考えるか｣を自由記載さ
せたものを分析すると,大きく6項目に区分された
(表3)｡最も多かったものが ｢対象者の援助への
留意点｣20名,次いで｢助産師の専門性と職業意識｣
16名,｢助産師の職業の範囲｣15名,｢分娩や女性に
関与した事柄の動向と抱える諸問題｣7名,｢自分
の気持ち｣10名,｢学習態度｣6名となっていた｡
これを見ると,15回の講義の内,助産師として対象
者への直接的な援助に関することや助産師の専門職
としての意識については良く理解し,実習に臨んで
いることがわかる｡しかし,前述したように ｢母子
保健の動向｣の内容はあまり印象に残っていないが,
看護 ･助産 ･地域などの各実習において ｢少子高齢
社会の実態｣への理解度の平均得点は2.15-2.55と
なっており,実習場面では子どもが少なく高齢者が
多いことを実感していた｡
履修者全員の講義評価は ｢母子保健に関する諸制
度｣については ｢よかった｣と15.8%が答えていた
が,助産師コースの者は ｢分娩や女性に関与した事
柄の動向と抱える諸問題｣について7名が,学習し
たと答えていることから,女性に関する諸制度につ
いての概要は3分の1の者が把握していると考える｡
また,助産学実習では ｢女性と政策 ･性の概念と性
役割｣の平均得点は2.2-2.95,看護学実習では2.55
-3.6,地域実習では2.8-3.45となっており,地域
実習が高得点となっている｡つまり,地域実習で政
策や性の概念を理解しにくいことがわかった｡
地域実習では地域の子育て支援に関しては非常に
よく理解していたが,病院内助産師の実態,法律,
夫の立会い産,男性助産師の問題などは理解されに
くい｡しかし,女性と労働に関しては平均得点1.182
-1.056で比較的よく理解できていた｡
従って,助産学総論の内容において,看護学実習
では生命の尊厳を学び,助産学実習では具体的な周
産期を主体とした助産師の実践を学習しているが,
他の内容はあまり理解されていない｡一方,地域実
習では有職者の妊娠,産前および産後の法の理解,
地域の子育て支援などを学んでおり,これらの各実
習の特殊性を十分踏まえた実習の理解となっている
ことがわかった｡
2)看護学実習,助産学実習,地域実習などの各
実習との相関
看護学実習 ･助産学実習 ･地域実習などの関連に
ついては｢看護学実習と助産学実習｣との相関,｢看
護学実習と地域実習｣との相関,｢助産学実習と地
域実習｣との相関などを見ると,3つの相関係数が
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表3 助産学総論を受講して学習したこと
学 習 内 容 回答数
1対象者が主体となり,尊重した援助を行うこと 20
2対象者の知りえた事柄についての秘密を厳守すること 20
3対象者にとってよき方向に導くこと 20
4他職種および家族の協力を得ること 18
5適切な指導の重要性 16
6身体面だけでなく,心理 .精神面および社会面などの 15
視点をもっこと
7観察の重要性 15
8クライエントと援助者が共にエンパワメントできること 12
9対象者と信頼関係を結ぶこと 12
10人間同士の付き合いから援助は始めること 10
ll正常と異常の知識をもっこと 10
12個別性に応じた援助をすること 6
13妊娠 .分娩 .産裾は生理的現象であること 5
14対象者のニーズの把握をし,それに適した援助を行うこと 3
15物事に冷静に対応した言葉使いをすること 36
≡_:I
1助産師の専門性とその責任 16
2助産師としての誇り 2
3助産師にも感性が必要 5
4助産師の人間性が問われる職業である 1
5看護師と助産師の相違(法的内容の理解をしておくこと) 16
1地域における助産師の活動の必要性 15
2安全なお産-の援助 (母児の2つの命を預かる) 15
3母子の相互作用への支援 15
4女性の生涯を通じた助産師との係わりの重要性 13
5助産所の意義と役割 6凡
1男性助産師の抱える諸問題 3
2社会変化に伴う法律や制度の理解(DV法,セクハラ 3
など)
3海外の母子保健の実態を認識すること 2
4自然分娩の良否 2
顔
1命の重要性 10
2痛みの受容を感じた 10
3妊娠の不思議と神秘を感じた 5
4生と表裏一体していると感じた_ 3
5小さな命の始まりを感じた 1
1 自ら積極的に学習していくこと 6
2私に,何がこれからできるの 6
3技術を身に付けたい 6
4これからの進路が心配である 5
*助産学稔論において最も学習したと思われる事柄を最終日に自
由記載してものを分析した｡
すべて1%の有意差を認めるものは10項目,1%お
よび5%の有意差をしたものは8項目あった (表4
を参照)｡
10項目の (1%の有意差)を認めた内容は以下の
とおりである｡
1.少子高齢社会の実態
2.保助看法の39条は助産師は書類の交付を拒んで
はならない
3.保助看法の39条は助産師は分娩介助や死体検索
をしないで書類を交付してはならない
4.専門職として善をなし,害をしない
5.生涯にわたる健康政策についての理解
6.男女参画社会の実態
7.DV･セクハラ･レイプ･人口妊娠中絶などの
リブログクテイブ/ヘルスを考える
8.異常分娩に遭遇した場合の母親の意識
9.助産師の国際貢献と国際性
10.海外の助産のあり方と助産師の活動
8項目の (1%～5%の有意差)を認めた内容は
以下のとおりである｡
1.｢保助看法の39条は助産師は保健指導を拒んで
はならない｣
2.｢人間性の尊厳と尊重｣
3.｢クライエントに対し善をなし,害をしない｣
4.｢ヘルスプロモーションの重要性｣
5.｢産前 ･産後の法の理解｣
6.｢児の障害や死亡などの場合の母親の意識｣
7.｢地域母子関連機関の事業｣
8.｢海外のリプロダクテイブヘルス/ライツを考
える｣
即ち,どの実習においても少子高齢化社会を認識
し,人間の尊厳と尊重を認識したようである｡そし
て,看護の基本である専門職として善をなし得るよ
うに援助することを学んでいる｡0大学のカリキュ
ラムの特徴はヘルスプロモーションを主軸にしてい
る関係もあり,その重要性は認識している｡そして,
ヘルスプロモーションの実践として助産師は女性の
生涯にわたる健康政策について理解していた｡さら
に,助産学実習で帝王切開やバキューム分娩なども
経験していることから,異常分娩に遭遇した場合の
母親の意識や児の障害などをも含めて考えられるよ
うになっていた｡特に,助産師の国際貢献と国際性
については,外国人の多い地域などでは身近な問題
として捉えやすいが,通常の助産師業務においては
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表4 助産学総論の内容と看護の実習との相関
質 問 項 目 内 容 看護実習と助産学実習との相関係数 看護実習と地域実習との相関係数 助産学実習と地域実習との相関係数
1 病院内助産師の活動の実態 - 0469* -
2 病院内の周産期の実態 - - -
3 少子高齢化社会の実態 0.808** 0.639** 0.739**
4 保健師助産師看護師法の3粂 0.689** - -
5 保健師助産師看護師法の30粂 - - -
6 保健師助産師看護師法の38粂 0.468* 0.687** -
7 保健師助産師看護師法の39条は助産師は保健指導を拒んではならない○ 0.543* 0.656** 0.471*
8 保健師助産師看護師法は39条は助産師は書類の交付を拒んではならないo 0.776** 0.709** 0.837**
9 保健師助産師看護師法は39条は助産師は分娩介助や死体検索をしないで書類を交付して 0.800** 0.787** 0.805**はならない○
10 保健師助産師看護師法の42条 0.666** 0.530* -
ll 学生記録の取り扱い方 0.473* - -
12 母子保健法の第15粂 0.491* - -
13 母子健康手帳の活用方法の実際 - 0.685** -
14 母子保健法の18粂および20粂 - 0.573** -
至難義姉勢
15 プライバシーの保護 0_642** - -
16 人間性の尊厳と尊重 0.715** 0.514* 0.507**
17 クライエントに対し善をなし,害をしない○ 0.751** 0.507* 0.479*
18 インフォームドコンセントの重要性 0.605** - -
孝p#
19 助産 の専門性の明確化 - .733** l
20 専門教育に参加 .協力する必要性 0.689** 0.733** -
21 自らの決定に責任を持つこと - 0.752** -
22 安全なお産に向けた助産計画の立案 .実行 .評価 - - -
23 助産師教育はクライエントの協力と貢献が必要 - 0.769** -
24 他職種との連携 - 0.675** 0.489*
25専門職として善をなし,害をしない 0.815** 0.811** 0.651**
26 生命の尊厳と尊重 0.498* - -
27 母児の生命を預かっている 0.699** - -
28 最先端医療と倫理への配慮 0.852** - -
29 生涯にわたる健康政策についての理解 0.686** .746** 0778**
30 男女参画社会の実態 0.679** 0.696** 0.772**
31DV.セクハラ.レイプ.人工妊娠中絶などのリブログクテイブヘルス/ライツを考える 0_798** 0.806** 0.653**
32 ｢健やか親子21｣の実意 0.731** 0.624** -
33 ヘルスプロモーションの重要性 0.720** 0.458* 0.811**
34 エン ワメントの重要性 - - 0.570**
章溌性恕療
35 有耽者の妊娠 - 556* 0.807**
36 産前 産後の法の理解 0.459* .550* 0.520*
37夫立会い産の実感 - - -
38 家族計画の実態 - 0.749** -
39 家族の分娩待機時の意識と役割 - 0.531* -
;_卑 東熊犠≡ 車 勲 ii… =三瀬
40 分娩後の母子相互作用 - - -
41 異常分娩に遭遇した場合の母親の意識 0.705** 0.587** 0.516**
42 児の障害や死亡などの場合の母親の意識 0.447* 0.492* 0.749**
43 病院内の子育て支援 0.667** - 0.530*
44 地域母子関連機関の事業 (電話相談 .訪問指導など)の理解 __ 0.489* 0_492* 0.457*
45 地域の子育て支援システム - 0.734** -
46 助産の変速と分娩体位 - .598** -
47 産育風俗の理解 0ー816** - -
48 施設分娩と家庭分娩の良否の理解 - - -
49 男性助産師の諸間題を考える 0.720** - 0.490*
50 助産所の意義と存続の重要性 - - 0.801**
51海外のリブログクテイブヘルス/ライツを考える 0.464* 0.554* 0590**
52 助産師の国際貢献と国際性 0.629** 0.609** 0.514**
*p<0.01 *p<0.05
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あまり考えない内容である｡しかし,今回は助産学
実習期間中に外国人の分娩介助に当たった者がいた
が,外人の入院者の有無に関する質問をしていない
ので,関連しているかどうかは不明であるが,おそ
らく国際性への事柄の理解を探めたと推察する｡
助産学実習と地域実習との相関を認めなかった項
目は29項目あり,その内訳は以下に示すとおりであ
る (表4を参照)｡
1.｢母子保健の動向と助産師の活動｣に関するこ
とが2項目
2.｢助産師と法律｣に関することが8項目
3.｢助産師の倫理｣に関することが2項目
4.｢専門職｣に関することが5項目
5.｢生命倫理｣に関することが3項目
6.｢女性と政策 ･性の概念と性役割｣に関するこ
とが1項目
7.｢妊娠 ･出産 ･育児に伴う夫および家族の役割
との関係｣に関することが3項目
8.｢母子関係｣に関することが2項目
9.｢助産師の変遷｣に関することが3項目
この結果からわかったことは,助産師関連の法律
や専門職としての意識,生命倫理,妊娠 ･分娩 ･産
裾などに関することなどについては,地域実習とあ
まり関係ないことがわかった｡
どの実習とも相関を認めなかった項目は6項目あ
り,その内容は以下のとおりである｡(表4を参照)
1.母子保健の動向 :
｢病院内の周産期の実態｣の1項目
2.助産師と法律 :
｢保助看法の30条｣の1項目
3.専門職 :
｢安全なお産に向けた助産計画の立案 ･実行 ･
評価｣の1項目
4.家族の役割 :｢夫立ち会い産の実態｣の1項目
5.母子関係 :｢分娩後の母子相互作用｣の1項目
6.助産の変遷 :
｢施設分娩と家庭分娩の良否｣の1項目
即ち,保助看法の30条 (助産師でなれば助産の業
をしてはならない｡)や助産計画などのような,い
わゆる助産師の独占業務に関する事柄については,
看護学実習や地域実習などとは相関しない内容であ
ったが,これは当然である｡これらの内容は助産学
実習においてのみ学習できる内容であり,助産師
コースの者にとっては不可欠の知識と技術であるこ
とは,明白である｡
結 論
本研究では,助産学総論にどのような内容が助産
学実習に関連してくるのかを検証して得た結論は,
第一は ｢助産学総論の講義で理解させなければなら
ないこと｣,第二は ｢助産学実習と関連して理解さ
せられること｣,第三は ｢助産学実習以外の他の実
習でも理解させられること｣などの3点の内容を,
明確化できた｡助産学総論の今後の講義において実
習との関連を考慮した具体的な講義内容の試案は以
下のとおりである｡
(助産学総論の講義で理解させなければならないこ
と)
1)助産の意義と変遷
2)母子保健の動向と施策 (対象者の理解)
3)性の概念と性役割 (リプロダクテイブヘルス
/ライツの概念)
4)助産業務管理 (法律 ･経営指針をも含める)
5)助産と国際性
(助産学実習と関連させて理解させなければならな
いこと)
1)助産師の活動
2)母子保健に関連した法律
3)専門職としての理念と責務
4)助産師と倫理
5)妊娠 ･出産 ･育児に伴う夫および家族の役割
との関係や心理
6)母子関係
7)リブログクテイブヘルス/ライツの視点
(助産学実習以外の他の実習でも理解させられるこ
と)
1)生命倫理
2)地域の子育て支援
3)女性と労働
最後に,本研究に協力で下さいました0大学保
健学科看護学専攻 ･助産師コースの学生に皆様に感
謝いたします｡
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First year students' understanding of the relationship
between the "Fundamentals of midwifery" and
nursing practice: a study in the Faculty of
Health Science, Okayama University Medical School
Kiyomi ONO
Abstract
The "fundamentals of midwifery" is one of the most basic subjects in the educa-
tion of midwives. but only 30 hours of lectures are given in this subject. To have
students approach the subject as a professional one. numerous elements including
current problems faced by women and problems between women and their part-
ners need to be presented in the limited hours. In doing this. it is important not
only to give lectures. but also to instill recognition of the relationship of the lec-
tures to nursing. community and midwifery practices. Students filled out question-
naires to evaluate the lectures and to indicate their level of understanding of mid-
wifery practice. From the results. the students' levels of understanding of the con-
tents of the "fundamentals of midwifery" were investigated and classified into: 1)
what needs to be understood from the "fundamentals of midwifery" lectures. 2)
what can be understood in relation to midwifery practice, and 3) what can be
understood through other practice.
Key Words: Midwifery, Midwifery practice, nursing practice
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